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審査結果の概要 
 審査および最終試験を平成 22 年 1 月 12 日に行った。以下に、本研究の概要と最終試験の結果

を示す。 

 本論文には、高齢者の認知機能低下という地域の健康課題に対して、実践的な予防活動の経緯と

変化が述べられている。内容は、地域の 80歳以上の後期高齢者に対して、60歳代前半を含む前期

高齢者からなる認知症予防ボランティアグループが実践的な認知症予防活動を行った結果、ボラン

ティア活動の対象となった高齢者の認知症予防の効果が認められたことを量的調査によって明らか

している。さらに、ボランティアを行った側の前期高齢者の活動についても、5ヶ月間の活動過程

の記録を質的調査により記述・分析しており、結果的にボランティア側にとっても認知症予防ボラ

ンティア活動が有効であることを示唆している。 

 高齢者の増加が著しいわが国では、認知症予防は大きな課題であり、この課題に対して専門職で

はなく、ボランティアの活動に着目した点は本論文の最大の特徴であり、かつ看護学に適した実践

的テーマである。また、10 回の活動の経緯に関して、ボランティア活動の受け手に関しては、全

活動を通じた前後の統計による量的調査のみであるが、質的調査により各回の活動毎のボランティ

ア活動の提供者が捉えた受け手の変化とボランティアを行う前期高齢者自身の変化が記述されてい

ることは大変貴重である。 

今回の調査においては、60 歳代前半を含む前期高齢者ボランティアに対して客観的なスケール

等を使用していないが、後期高齢者の認知症予防をボランティアとして行うことで、前期高齢者自

身の認知症予防につながることが示唆されており、今後、客観的データも収集していくという次に

向けての課題も掲げている。 前期高齢者はボランティア活動を行っている最も多い年齢層である

が、また認知症予備軍でもある。これらのボランティアグループの住民組織が主体となって行う認

知症予防および地域活動の仕組みづくりに、本研究が示した結果は有用なものである。 

本論文および本研究の方向性は、看護学の発展に大きく寄与できると考えられる。 

以上の結果、本論文は博士（看護学）を授与することに値するものであり、論文審査ならびに最終

試験に合格と判断した。 

 


